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の 1 つであり，愛情・依存の対象を失う「対象喪失(object loss)」を導く現象である。「対象
喪失」とは，精神分析においては「愛情や依存の対象を，その死によって，あるいは生き別れ
によって失う体験」と定義されている(小此木，1979，1997)。対象喪失は，失ったものが何か
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 調査参加者 調査参加者は大阪府内の大学生 148 名(男性 100 名，女性 48 名，年齢幅 18～26
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3．結 果 
3.1．現代青年における別れ話の経験率と相手からの別れ話の経験率 
 恋愛経験率と別れ話の経験率 現代青年の恋愛経験率を調べた。その結果，148 人中，これ
までに異性とつきあった経験のある人は，103 人(69.6％)であった。 
 別れ話の経験率 これまでに恋人と別れ話をしたことがあるかを尋ねた。その結果，一度で



















































た(Table 1 参照)。第 1 因子は，「考え直してくれるよう懇願した」，「別れたくない理由を丁
寧に説明した」など別れることを拒否し，情緒面から関係維持を懇願する方略ととらえられた
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Table 1 関係崩壊時の対処方略(別れを切り出された側)の因子分析の結果(バリマックス回転後) 
  
 項 目 因子1 因子2 因子3 因子 4 因子5 因子6 共通性 
    
 関係維持懇願方略    
41. 自分の悪いところを直すことを主張した。 .845 .304 .139 -.081 .048 .104 .937 
5. 考え直してくれるよう懇願した。 .826 .030 -.134 .017 .093 .041 .954 
37. 悲しい気持ちを相手に伝えた。 .815 .245 .095 .052 -.156 -.086 .923 
25. 「別れたくない」という自分の気持ちを強く主張した。 .782 .279 -.052 .126 .118 .037 .943 
42. やり直す機会(チャンス)をくれるようお願いした。 .768 .117 -.055 .044 .120 .116 .911 
3. 相手への気持ち(まだ好きであること)を伝えた。 .763 .164 .072 .052 .057 .139 .892 
22. 別れたくない理由を丁寧に説明した。 .752 .209 -.153 -.063 .231 -.084 .912 
39. 別れた後の自分のつらさを伝えた。 .686 .167 .281 .124 .323 -.107 .914 
9. 相手に対して自分の悪いところを謝った。 .670 .115 .315 .042 .111 -.008 .858 
1. 別れの原因となる問題を解決しようとした。 .590 .422 -.072 .015 .054 .125 .930 
14. 相手の目の前で泣いた。 .549 -.124 .279 -.121 .005 .022 .759 
31. 自分にとって有利な結果を得ようとした。 .541 .198 .013 -.012 .117 -.470 .943 
    
 説得・話し合い方略    
28. お互いの満足するような結論を見つけ出そうとした。 .395 .676 .001 -.075 .131 -.086 .873 
27. 二人が納得いくまで話し合った。 .395 .648 -.094 .115 .036 .130 .914 
32. お互いにとって良い結果になるように考えた。 .155 .596 -.028 .148 .302 -.138 .827 
26. いったん，相手の気持ちを受け止めようとした。 .105 .560 -.078 .457 .127 .298 .851 
    
 恋人非難方略    
6. 相手に怒りをぶつけた。 .021 .038 .897 -.137 -.127 -.026 .919 
12. 相手の嫌な部分を述べた。 .137 .271 .769 -.138 -.108 -.028 .857 
15. 相手を非難する発言をした(相手をののしった)。 .014 -.317 .659 -.057 .095 .216 .920 
19. 相手の言うことを無視した。 .131 -.205 .559 -.380 .091 -.092 .831 
    
 譲歩・受容方略    
18. 相手との衝突を避けようとした。 .092 -.027 -.051 .786 .062 -.166 .891 
17. 相手の要求にできるだけ従うようにした。 .228 .015 -.029 .720 -.009 -.091 .846 
34. できるだけ相手の望みどおりにした。 -.068 .128 -.229 .670 .207 -.072 .917 
23. 相手の考えを認めた。 -.290 .266 -.114 .487 -.111 .126 .900 
    
 恋人高揚方略    
35. 相手が喜ぶことをしようとした。 .052 .197 -.046 .218 .706 -.109 .860 
21. 相手の気分がよくなるようなことをした。 .434 .125 -.153 .050 .529 -.097 .875 
38. 相手の友人に仲を取り持ってもらおうとした。 .230 .091 .072 -.160 .463 .095 .829 
    
 遅延方略    
7. しばらく時間をおくことを提案した。 .341 .157 .052 -.296 .032 .712 .964 
24. しばらく距離を置くことを提案した。 .233 .371 -.017 -.129 .035 .634 .913 
29. 相手にできるだけ会わないようにした。 -.268 -.106 .112 -.072 .127 .317 .681 
    
 残余項目    
16. お互いの妥協点を探そうとした。 .522 .320 .076 -.155 .133 .155 .817 
20. 自分にとって有利な結果を出そうと仕向けた。 .495 .130 .073 .021 .176 -.471 .907 
30. 別れた後の相手のつらさを説明した。 .432 .138 .378 .394 .254 -.140 .901 
40. 相手の自分に対する気持ちをもう一度確認した。 .490 .536 .171 .175 -.061 .301 .910 
4. 二人で楽しく過ごしていたときの話をした。 .369 .533 .367 -.108 .249 .116 .958 
2. いったん，相手の考えをよく聞いた。 .340 .525 -.200 .336 -.060 -.028 .814 
10. 二人で楽しくどこか出かけることを提案した。 .158 .488 .095 -.243 .455 .143 .877 
13. 別れ話から話題をそらした。 -.116 -.132 .526 .223 .515 .263 .881 
8. 共通の友人に間に入ってもらった。 .182 -.028 .221 -.426 .325 .094 .878 
33. ただ相手の話を黙って聞いていた。 -.102 -.071 -.100 .182 .023 -.089 .821 
36. 別れた後の相手の幸せを考えた。 -.046 .233 -.090 .100 .322 .194 .815 
 N =57   
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3.3．関係崩壊時の対処方略の使用 






差がみられるか検討した(Table 2 参照)。各方略に対して 1 要因 2 水準の分散分析を行った。






Table 2 関係崩壊時における対処方略の平均値 
対処方略  男性(N = 40)  女性(N = 17) 
関係維持懇願 2.81 (1.12) 2.96 (1.21) 
説得・話し合い 3.61 (1.03) 3.24 (1.08) 
恋人非難 1.39 (0.65) 1.93 (1.04) 
譲歩・受容 3.48 (0.98) 3.49 (1.11) 
恋人高揚 2.33 (0.84) 2.02 (0.91) 
遅延 2.47 (1.07) 2.27 (0.90) 






出されたという立場で話し合いをしたことのある 57 名を対象に結果を分析した(Figure 5 参
照)。その結果，「この話し合いで別れが成立した」という人が 66.7％，「それ以降の話し合い
で別れが成立した」という人が5.3％，「一度修復したが3カ月以内に別れた」という人が15.8％，
「関係が修復した」という人が 12.3％(57 人中 7 人)であった。1 回の話し合いで関係崩壊が成
立する確率は非常に高かったが，対処方略の使用により関係が修復したという人が約 10％いた。 
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従属変数，対処方略の 6 因子を説明変数とする重回帰分析を行った(Table 3 参照)。決定係数







Table 3 別れを切り出された側の対処方略の影響 
説明変数 標準偏回帰係数(β) 有意確率 
関係維持懇願 .310 * .049 
説得・話し合い .137  .399 
恋人非難 -.076  .572 
譲歩・受容 -.210  .146 
恋人高揚 .066  .647 
遅延 .105  .436 
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で実施していると考えられた。 
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た。しかしながら，葛藤の想定場面が関係崩壊とは異なることや多義性を含む文があったこと
などから除外される項目が多くみられた。今後，質問項目の内容についても再検討していく。 
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